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建 築 改 修 工 事  特 記 仕 様 書

電気保安技術者

(1.3.3)

11 適用する

施工条件 (1.3.5)⑫ 現場説明書による

【２】　適　用　範　囲

１．工 事 場 所

２．敷 地 面 積

３．建築物概要

４．そ　の　他

　 すべての設計図書は相互に補完するものとし、相違がある場合は、上記の順番を優先順位とする。

　 上記の標準仕様書とは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築改修工事標準仕様書（建

　 本書に特に記載のない事項にあっても、すべて、「改修標仕」の適用を受けるものとする。

階　　数

㎡

建築面積(㎡) 延べ面積(㎡) 備　　考

　 現場説明書（質疑回答書を含む）、本特記仕様書、図面、改修標準仕様書に示す範囲とする。

【４】　工　事　仕　様

1,設計図書による。設計図書に記載されていない事項は、「改修標仕」のほか別記の適用基準による。

2,項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

3,特記事項は､●印の付いたものを適用する｡●印の付かない場合は､※印の付いたものを適用する｡

4,項目及び特記事項に記載の（　）内表示番号は「改修標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

※印と●印の付いた場合は、共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のみ適用する。

【３】　工　事　区　分

　 設計図書による。

　 別契約の施工上密接に関連する工事との取合い部分が発生する場合は、別紙工事区分表による。

　 築工事編）（平成  年版）をいう。（以下、これを「改修標仕」という。）31

１

一

般

共

通

事

項

施工図等の

工事写真

(1.2.3)

(1.2.4)

設備工事との

取合い

取扱い

工事実績情報の

(1.1.4)

⑦

登録

工事工程報告⑥

⑤ 現場代理人

④

に対する性能

風圧力及び積雪

③ 特別な材料の工法

⑩

発生材の処理等

(1.3.12)

⑬

施工範囲

施工図

設備機器の位置､取合等の検討できる施工図を提出し､監督職員の承諾を受ける。

図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

駆動装置が電動による建具類の二次配線及び操作スイッチ

自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

風速（Vo)

地表面粗度区分

多雪地域の指定

○ Ⅰ

なし

○

○

○

Ⅱ

あり

Ⅲ ○ Ⅳ

(平成12年5月31日建設省告示第1454号)

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分等

３２

○

○ 適用しない適用する　（適用事項は、現場説明書による）

月報は毎月末日に〆め、翌月5日までに提出する。

日報は監督職員の指示による。

週報は毎週（

しなければならない。

者又は監理技術者と同様、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任

設計図書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲される。 

○

○

○ 指定地処分

自由処分

構外搬出適切処理

（

（

（

（

最寄りの再資源化施設へ搬出すること

○ （

）

）

）

）

）

指定副産物の搬出（詳細は現場説明書による）

○ アスファルトコンクリート塊 セメントコンクリート塊 建設発生木材

指定副産物の処分地（詳細は現場説明書による）

完

成

時

着　 　工　 　前

工 　　事　 　中

完成写真撮影業者は、監督職員の承諾する撮影業者（建築写真専門業者）とする。

( 

( 

  )箇所

  )箇所

部 数

１

１

２

２

○

○

○

(ネガ１枚につき)

○

○

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーキャビネ版

カラーキャビネ版

カラーパネル半切

　分　類 ・ 規　格

○

24×36以上

24×36以上

60×70以上

24×36以上

60×70以上

外　　　観

下記のものを監督職員に提出する。

原版の大きさ（㎜）

○

完成写真撮影場所は、監督職員の指示による。

読できる精度を確保するものとする。

画素程度、工事写真は有効画素数130万画素程度とし、黒板の文字等の内容が判

写真をデジタル写真で撮影する場合には、完成写真については有効画素数300万

○

○

○

○

○ ＳＦ６ガス使用機器

○ ＰＣＢ含有シーリング

ＰＣＢを含む機器類

種　　類

廃石綿の処分地 （ ）㈱京都環境保全公社瑞穂センター

せっこうボードの処理方法

改修標仕9.1.5による

○ ひ素・カドミウム含有のせっこうボードの処理

○ ○ 埋立処分

その他のせっこうボードの処理

最終処分 ○ 再資源化

製造業者にて処分

特別管理産業廃棄物

廃油

廃酸・廃アルカリ（臭化リチウム）

廃酸・廃アルカリ（蓄電池電解液）

処 理 方 法

一

般

共

通

事

項

１

技能士 (1.6.2)

調査のための破壊

部分の補修

(1.5.3)

14

ＰＣＢ含有シーリング材の分析調査

ＰＣＢ含有シーリング材の撤去・処分方法は「建築物の解体等に伴う有害物質等の適

切な取扱」による。

次の建設廃棄物は再資源化する。

○ 行う

蛍光灯ランプ

（ 箇所 ）

ＨＩＤランプ

行わない

○ 硬質塩化ビニル管・継手

産業廃棄物管理票（マニフェスト）制度により、適正な処理を行うこと。

者と処理委託料を記載した「処理委託契約書」により委託契約すること。

マニフェスト制度

建具工事 ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

工事種別

○

○

○

○

○

○

とび作業

鉄筋組立作業

左官作業

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工作業

適用する技能士の技能検定における選択作業

○

○

型枠工事作業

ALCﾊﾟﾈﾙ工事作業

○ とび作業○ 構造物鉄工作業

防水工事 ○

○

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

○

○ ｶﾞﾗｽ工事作業

○

○

ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

FRP防水工事作業

石工事

タイル工事

木工事

○

○

○

○

石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

内外装板金作業 ○ かわらぶき作業

○

ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

塗装工事

○

○

○

鋼製下地工事作業

左官作業

○ スレート工事作業

○

内装工事

○

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業

ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業

○

○ 壁装作業

○

○ ガラス工事作業 自動ドア施工作業

ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業

排水工事

舗装工事

○

○ 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業

○ 造園工事作業植栽工事

○ 加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

(1.6.2)

ﾌﾞﾛｯｸ及びALCﾊﾟﾈﾙ工事

建築配管作業

建築塗装作業

ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

内外装板金作業

ただし技能士に代わる者による施工の場合は監督職員の承諾を得ること。

既存破壊部分の補修方法 図示による ○○

再生資源利用（促進）計画書、実施書の提出

詳細は現場説明書「Ⅱ特記事項14建設副産物の取扱い2)再生資源利用（促進）

計画・実施書について」による。

本工事の施工にあたっては、工事請負契約書第１０条に基づく現場代理人は、主任技術

工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（最新版）（国土交通省大臣

官房官庁営繕部監修）によるほかは監督職員の指示による。

工事現場において再利用を図るもの、再資源化を図るもの

建設発生土及び建設副産物処理計画書、報告書 を提出すること。

①

②

章

１

　

　

一

般

共

通

事

項

項　　　　目

適用基準等

建築材料等

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

○

○

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

公共建築工事標準仕様書(建築工事編)

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のも

のとする。ただし、同等のものとする場合は監督職員の承諾を受ける。

（評価名簿によるもの）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

下記材料品目は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材

等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」 にある材料とする。

また、同評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、評価書の写しを監督職員

に提出し、その確認をもって、品質・性能の確認があったものとすることができる。

床型枠用鋼製デッキプレート（ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ）、鉄骨柱下無収縮モルタル、

成形伸縮目地材、乾式保護材(防水立上部)、陶磁器質タイル、既製調合モルタル

アルミニウム製建具、鋼製建具、鋼製軽量建具、ステンレス製建具、

錠前類（ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞ本締り錠）、クローザー類(ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ)、自動扉機構（制御装置・駆動装置、検出装置、

制御装置・駆動装置・検出装置）、自閉式上吊り引戸機構(手動開き式)、

重量シャッタｰ、軽量シャッタｰ、ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ、ガラス(ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ、型板ｶﾞﾗｽ、

網入板ｶﾞﾗｽ・線入板ｶﾞﾗｽ、熱線吸収板ｶﾞﾗｽ、倍強度ｶﾞﾗｽ、熱線反射ｶﾞﾗｽ）、

ガラスブロック(中空)、防水剤、現場発泡断熱材、ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（3000N、5000N）、

可動間仕切、移動間仕切(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ)、トイレブ-ス、煙突用成形ライニング材、

天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム（屋上緑化システム、

屋上緑化軽量システム）、トップライト、エポキシ樹脂、

タイル部分張替え用接着剤、ポリマーセメントモルタル、

公共建築木造工事標準仕様書

（監修：国土交通省）

鋳鉄製ふた（マンホールふた・弁枡ふた）

無収縮グラウト材（ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形、現場調合形）、押出成形セメント板、

（ﾀｲﾙ工事用）、既製調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材（ﾓﾙﾀﾙ用）、

平成28年版

建築　　設計基準構造

平成  年版

　　  年版

平成  年版

平成  年版

平成  年版

平成  年版

平成  年版31

令和元

31

31

31

31

（注：監修欄「国土交通省」は国土交通省大臣官房官庁営繕部を示す）

及び参考資料 30 　　　　国土交通省（監修：　　　　　）

施工の検査等

(1.6.5)

16 見本施工の実施

適用しない

適用する（ ）○

化学物質の濃度

(1.6.9)測定

適用する　（適用事項は、現場説明書による）

完成図 (1.8.2)⑱ 作成する （提出部数 ２部 ○ 部） 詳細は監督職員の指示による。

完成図等の電子データによる提出については、現場説明書による。

保全に関する資料

(1.8.3)

⑲

○

　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き」及び

「建築保全業務共通仕様書」を参考として作成すること。

敷地、建物の構造規模、主要な設備構成等の建物概要

建物を使用する上での注意事項

建物に設置されている家具、機器等及び部位毎の仕上げの概要説明

建物、工作物、植裁等を管理する上での保全業務の要点

主要材料の製造所名、所在地、連絡先、非常時の連絡体制一覧表

作成する （提出部数 ２部 ○ 部）

【１】　工　事　概　要

京都市左京区下鴨半木町1-5

116,794.23

構　　　造棟　　　　名

鉄筋
コンクリート造

地下1階
地上3階建て

7号館 2487.50960.50

●

●

●

）曜日に提出する。定例

●

●

●

●

屋　　　内

●

●

●

24×36以上●

●

●

●

引渡しを要するもの

●

●

指定副産物以外の搬出●

●

石綿含有せっこうボードの処理

●

●

●

●

●

○

●

●

○

●

○

○

●

2

○○

⑮

産業廃棄物の処理を委託する場合は、運搬と処分についてそれぞれの許可業●

２

仮

設

工

事

●

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

○○ ○ ○

○

廃石綿等○

○

○

○

○

●

●

ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業●

○

○ ○

○

足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先行工法による足場の組立等に関する

足場に関する基準」に適合する手すり、中　及び幅木の機能を有する足場とし、桟

屋根工事及び小屋組の建方工事における墜落事故防止対策は、JIS A 8971落

基準」の２の(２)手すり据置方式又は(３)手すり先行専用足場方式を採用すること。

足場は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省 基発第0424001号)」

の 「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づき「働きやすい安心感のある

(2.2.1)

(2.1.3)

足場その他①

仮設間仕切り

既存部分の養生

(2.3.1)

(2.3.2)

設ける （ 図示 ）

既存部分の養生

既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管

家具の移動

養生の方法

保管場所

※

取り外しのうえ清掃

行う

行わない

行う （ 図示 ）

行う

行わない

○

○

）※ ○（

※ 行う ※ ビニールシート ）（ ○ 行わない

既存家具　　　　　等の養生・既存設備

行わない

ビニールシート、合板

○ 設けない

○

○

○ Ａ種

Ｂ種

Ｃ種※

種別 仕上げ(厚さmm)

○せっこうボード

種類

全面シート張り

合板

○

材質 ○

厚さ ○mm 9.5mm

厚さ ○○ mm 9mm

○GB-R

充填

グラスウール

塗装

○

なし

片面

○

○

厚さ○50mm

○○ 24kg/㎡

ﾗﾜﾝ合板 ○

建築工事施工チェックシート ○ 建築工事標準詳細図 (平成28年版)

(2.4.1)

監督職員事務所4 規模

仕上

備品

100㎡程度○65㎡程度○35㎡程度○20㎡程度○10㎡程度○

ﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ敷き○

○

鉄板張り調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り○

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ敷き

設ける（畳敷き）

○

○設けない

合板張り素地

○

○

○

○

休憩室

屋根

内壁､天井

床

○ 机 ○ いす ○ 保護帽 ○ ゴム長靴 ○ 雨がっぱ ○ 衣類ﾛｯｶｰ

○ 書棚

○ 消火器

○ 冷暖房機器

○ 温度計

○ 加入電話機

○ 掛時計

○ 湯沸器○

○

○ 製図板

懐中電灯

○ 黒板

○ 掃除具

○ ○ ○コピー機 ネット回線 流し台

合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り

○

○○

○

改修標仕（平成  年版）31 建築改修工事監理指針 (　　  年版)令和元

（　　　品、　　　人分程度）上記６

工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編 (最新版)

工事用水 

工事用電力

仮囲い等 

設計ＧＬ

構内既存の施設

構内既存の施設

利用できない

利用できない

利用できる

利用できる

（

（

有償

有償

○

○

無償

無償

図示による

図示による

 ）

 ）

○

○

②

○

室内にてカバー掛の上、適切保管　　

●

●

○

○

●

●

●

●

⑤

⑥

○

）

内部足場

防護シート等

材料、撤去材等の運搬方法

※ 脚立、足場板等 ○

（

○

○

防音パネル

Ａ種 Ｂ種

○ 防音シート

○ Ｃ種

養生シート

Ｄ種 ○ Ｅ種

○ ネット及び養生シート

表2.2.1●

外部足場

○施行箇所面に単管本足場を設ける。

○施行箇所面にくさび緊結式足場を設ける。

○施行箇所面に枠組足場を設ける。

○仮設ゴンドラを使用する。

○移動式足場を使用する。

●

○

○

○

３

設計ＧＬ＝現状ＧＬ

●

○ ○８

⑦

⑨

８

○

図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強○

○

○

○ ○
17

●

●



中 村 設 計株式
会社

一級建築士事務所　京都府(03A)第00956号 一級建築士　第1 9 3 2 6 2号

豊 田 和 弘

縮
　
尺

枚の内

図　　番

京都府立大学事務局総務課

Ｋｙｏｔｏ　Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

設　計　番　号

工
事
名

図
　
名

－

京都府立大学　7号館屋上防水改修工事

令和４年４月
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A-03

A-18

アスファルト防水

(3.3.2)

～(3.3.5)

Ｅ

○

○

○

○

○

○

○

Ｐ

Ｍ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

0

3

4

1

2

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

○

○

DI-1

E-1

DI-2

E-2

表3.3.9

防水層

防水層

種　　　　　　　　 　別

種　　　　　　　　 　別 施　　工　　箇　　所

工法

工法

工法

工法

工法

露出防水絶縁断熱工法

屋内防水工法

○

○ Ｍ 4 Ｃ ○ C-1 C-2

防水層種　　　　　　　　 　別

工法

露出防水工法

○

○

Ｍ

Ｐ

3

0

Ｄ

Ｄ

○ D-1工法

工法

D-2

○

○ 1 ○ B-1 B-2

防水層種　　　　　　　　 　別 施　　工　　箇　　所

工法

保護防水工法

Ｐ Ｂ

○

○

○Ｐ

1

1

2

Ｉ

Ｉ

Ｉ ○ AI-1 AI-2

工法

工法

工法

Ｐ

Ｔ

Ｂ

Ｂ

Ａ

○Ｐ 2 ○ A-1 A-2工法Ａ

○ BI-1 BI-2

表3.3.3

表3.3.5

表3.3.6

表3.3.4

表3.3.7

表3.3.8
○

○

D-3 D-4

C-4

○ A-3

AI-3○

BI-3○

B-3○

C-3

表3.3.10

施工箇所
種類 使用量

仕上塗料

種類 使用量
仕上塗料

施工箇所

○

○

○

○

○

○

○

○

厚さ

○

○

○

　　　　mm

2

厚さ 　　　　mm

○

種類

※

ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

図示による ○

既存下地の処理

(3.2.6)

既存下地の修正箇所の形状、長さ、数量等 ○○ 図示による

断熱材（屋根露出防水断熱工法）

断熱材（屋根保護防水断熱工法）

※ アルミニウム製 L-30×15×2.0  押え金物 ○

○ 乾式保護材

絶縁用シート

フラットヤーンクロス（70g/㎡程度）（保護防水断熱工法）

ポリエチレンフィルム厚0.15（保護防水工法）※

※

○

立上がり部の保護

○ 普通れんが ○ 化粧れんが(JIS R 1250) ○

○

○ こて仕上げ

床タイル張り等仕上げ

　　　　mm

　　　　mm

保護層　平場のコンクリート厚さ ○ 　　　　mm

設置数量

（材　　種

１箇所／　　　㎡ ）（

）脱気装置

※

※

伸縮調整目地

成形緩衝材

成形伸縮目地材

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の指定品 ○

○

※屋上排水溝 図示による

○ 設ける

○ ａ種 ○ ○ｂ種 ｃ種　　　　コンクリート仕上がりの平たんさ

(工法　　　　　　　　　　)○ コンクリート

(          )

(JIS R 1250)

～(3.4.4)

(3.4.2)

シート防水

改質アスファルト

AS-J3AS-J1

AS-J2

ASI-J1

ASI-T1

AS-T4AS-T3

AS-T2AS-T1

○

露出防水絶縁断熱工法○

露出防水絶縁工法○

○ 露出防水密着工法

工法

工法

工法

工法

工法

工法

○ Ｓ4 ＡＭ

○

○

種　　　　　　　　 　別

○

防水層

表3.4.1

防水層

表3.4.2
○

種　　　　　　　　 　別

○

○

Ｓ

Ｓ

Ａ

Ａ0

3Ｍ

Ｐ

○

○

○ 3Ｍ ＳＡ Ｉ ○

○Ａ Ｓ ＩＭ 4○

○ Ｐ Ａ0

表3.4.3

防水層種　　　　　　　　 　別

Ｓ Ｉ

施工箇所
種類 使用量

施工箇所
種類 使用量

施工箇所
種類 使用量

仕上塗料

仕上塗料

仕上塗料

厚さ

断熱材（露出防水絶縁断熱工法）

　　　　mm

　押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム製 L-30×15×2.0(mm)程度 ○

3

○種類

防

水

改

修

工

事

３

防

水

改

修

工

事

３

(3.8.2)

とい(雨水)

(3.8.3)

※ 外とい（外気に接するとい）

　そ　の　他

谷どい

※

軒どい

たてとい

硬質塩化ビニル製（角形）

硬質塩化ビニル管（VP)

（前高）　巾120mm

（カラー）巾150mm

（カラー）径　75mm

○

○

○

多雪地域の軒といの○とい受け金物､足金物

 取付け

 ※水はけ良く、床面より

 モルタルを充填する

 下げ、周囲の隙間に

○

材　　　　　種

○

○

※ルーフドレン ルーフドレン (JCW 301)

○

○

たてとい及び横走り管

内とい（ＶＰ管は使用しない）

SGP

材　　　　　質

 径　75mm

　そ　の　他

○

多雪地域の軒といの○

○

○

取付間隔 0.5m 以下

改修標仕 表 3.8.2 により溶融

防露巻き ※Ｆ☆☆☆☆

鋼管製といの防露巻

既存といの撤去及び養生 ）

○

○

○

）

）

たてどい受金物（

○

※ 掃除口を設ける（開放性のある自転車置き場のといを除く）

養生鉄管を設ける（径　　　　厚さ　　　　長さ　　　　）

※

（

（※　　　 　　　　　　　　○

※

亜鉛めっきを行ったもの

○

改修標仕 表 3.8.2 により溶融

取付間隔 0.5m 以下

(3.9.3)

笠木

アルミニウム製

(3.9.2)

種　 類

(表3.9.1)

250 形○

備 　　　　　考

の仕様による｡

等の役物は本体製所造

隅角部及び突当たり部

表 面 処 理板厚(mm)

1.6 ○ AB-1種 ○ AB-2種○

幅

240

○

○

図示※

※ 図示

板材折曲げ形の笠木取付方法

下地補修の工法

行わない

行う

○

既存笠木等の撤去

図示による※ ○

く

○ ｼｰﾙ 形

○

○ 300 形

曲げ材 2.0※

○

1.8

○ ｵｰﾌﾟﾝ 形

○

○ 250

300

○

○

○ AC-1種

BA-1種

BB-1種

○

○ BC-1種

C種

○

○

○

AC-2種

BA-2種

BB-2種

BC-2種

建築基準法に基づ　風圧力・積雪荷重に対応した工法

とい受け金物､足金物

亜鉛めっきを行ったもの

改修標仕表3.8.3による

改修標仕表3.8.4 による

(3.5.2)

ﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

合成高分子系ﾙｰ

～(3.5.4)

種　　　　　　　　 　別 防水層

Ｉ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

4

0

4

0

Ｓ

Ｐ

Ｓ

Ｐ

○

○

工法

工法

工法

Ｉ

○

○

○

PC部材入隅増張 （ ※有り　○無し ）

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

4

4

3

3

Ｍ

Ｍ

Ｓ

Ｓ

○

○

○

○

工法

工法

工法

工法

Ｉ

Ｉ

○

○

○

○

○

PC部材入隅増張 （ ※有り　○無し ）

S(I)-F1

S(I)-F2 S(I)-M1

S(I)-M2 S(I)-M3

S(I)-F1

S(I)-F2

S(I)-M1 S(I)-M2

S(I)-M3

表3.5.2

表3.5.3

施工箇所
種類 使用量

仕上塗料

ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ　　　　mmS-C1

厚さ 　　　　mm○

断熱材（断熱工法）

ＰＩＳ 工法○

種類

○

機械的固定工法の場合

○

接着工法の場合

○Ｓ－Ｍ２

立上り面のシ－トの厚さ ※　1.5　　　　mm 　　　　mm○

ＳＩ－Ｍ１及びＳＩ－Ｍ２の場合の防湿用フィルム ○ 設置する

ｼﾙﾊﾞｰ○ｶﾗｰ○

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定めること。※

仕上げ塗料

○発泡ポリエチレンシート絶縁用シート ※

○

※

固定金具の材質及び寸法形状

目地処理 図示による ○※

接着工法の場合で、　　　　　　　　　ＰＣｺﾝｸﾘｰﾄ部材下地の場合

入隅部の増張り（Ｓ-Ｆ１、ＳI-Ｆ１の場合） ○※図示による

)㎡1箇所/（設置数量○設ける ）材種（脱気装置（接着工法）

防錆処理した鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板又はそれらの片面若しくは両面に樹脂を積層加工

した鋼板で、厚さ0.4mm以上のもの

シーリングの試験

コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地

ガラス回りの目地

その他の目地

※

※

※

※

○

幅20㎜以上、深さ10㎜以上

幅5㎜以上、深さ5㎜以上

幅10mm以上、深さ10mm以上

簡易接着性試験

引張接着性試験

（部位

（部位

○

○

○

)

)

目地寸法

(3.6.2)

塗膜防水

～(3.6.3)

防水層

表3.6.1
X-1※工法0○

工法4

Ｐ

Ｌ

Ｘ

Ｘ X-2※

○ X-2

○ X-1

施工箇所
種類 使用量

仕上塗料

○

Y-2

2

1 ※工法

工法○

○ Ｐ

Ｐ

Ｙ

Ｙ
表3.6.

脱気装置(X-1) （材種 ） )㎡1箇所/（設置数量○設ける

2

保護層 ○ 設ける 設けない

保証書

施工標識

(3.7.2)

～(3.7.8)

※

※

水張り試験を行う

（保証年限は工事目的物引渡しより１０年間以上とする。）

（ ○ 屋内 屋外 ）

工事完了後に監督職員の指示する位置へ取り付ける。

材質

設置数量

※

（

真鍮製エッチング仕上 150×100

）

○

受注者、防水施工業者、防水材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類

シーリング改修工法及び施工箇所

○

○

シーリング再充填工法

ブリッジ工法

※ 改修標仕表3.7.1による

拡幅シーリング再充填工法

改　修　工　法　の　種　別 施　　工　　箇　　所

種 別 及 び 工 程

防湿層（露出防水絶縁断熱工法）

脱気装置（絶縁工法） 設置数量（ )㎡1箇所/）材種（※設ける

○設ける ○設けない

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

①

④

●

●

●

表3.5.1

●ＳＩ－Ｍ２　の場合で立ち上がりが接着工法の場合

⑤

工法 ●

屋上
立上り
平場

屋上
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ
平場

漏水試験

シーリング

⑥

⑦

⑧

⑨

●

●

●

箇所１

●

●

シーリング充填工法 図示

図示

⑩

⑪

●

350 形

400 形

350 2.0

2.0400

●

● （範囲　　●図示　　○　　　　　　　）
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枚の内

図　　番

京都府立大学事務局総務課
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設　計　番　号

工
事
名

図
　
名

付近見取図
令和４年４月

府立大学　7号館屋上防水改修工事

A-04

A-18A2:1/5,000

60

300
2 0 - 1

200

60
1 2 - 1

200

60
1 2 - 1

200

60
2 0 - 1

60

300
1 5 - 2

50
1 0

80

200

60
1 2 - 1

50
1 0

80

60
1 5 - 1

300

第二種中高層住居専用地域第一種低層住居専用地域第二種中高層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域

第一種低層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域

南

北

東西

工事場所：京都市左京区下鴨半木町１－５

景観保全　：山並み背景型建造物修景地区

眺望景観　：近景・遠景デザイン保全区域

第一種住居地域
北山通り

下
鴨
本
通
り

加
茂
街
道

賀
茂
川

府立植物園

第二種中高層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域

地下鉄 北山駅

都市計画制限

用途地域　：第二種中高層住居専用地域

高度地区　：20ｍ第一種高度地区

防火地域　：法第22条区域

＊＊＊＊＊＊

凡例

建ぺい率

容積率
高度地区

用途地域を示す

：工事場所を示す

京都府立大

京都コンサートホール

付近見取図　1/2,00 0
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豊 田 和 弘

ベンチ

Ｎ

縮
　
尺

枚の内

図　　番

京都府立大学事務局総務課
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設　計　番　号

工
事
名

図
　
名

配置図

府立大学　7号館屋上防水改修工事

令和４年４月
A-05

A2:1/2,000 A-18

植物園駐車場

民有地

下
鴨
中
通
り

クラブボックス

６号館

旧演習林本部棟

テニスコート

ｸﾗﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

第２体育館

府立大学グラウンド

京都学・歴彩館

教養教育共同化施設

（稲盛記念会館）

昆虫
飼育室

植物生理
実験棟

大乗寺

本館

正門

１号館５号館

クラブボックス

２号館

桂会館

３号館

ＲＩ共同実験室 水理実験室

７号館

体育館

ＲＩ共同実験室

５号館

２号館

桂会館

３号館

仮設便所

現場事務所工事車両

仮設駐車場

１号館

７号館

大学会館

A範囲

　　　　　　　　※仮設計画作成のうえ監督員の承諾を受けた後、施工する。

【 凡　　　　例 】

…　工事車両仮設駐車場を示す。

…　フェンスバリケードH1800設置を示す。
　　上部養生シート張り・下部は幅木設置。

…　ガードマン設置位置を示す。

…　工事進入口を示す。

…　工事関係者出入口を示す。

…　生徒・教職員等　一般出入口を示す。

…　工事車両動線を示す。

（資材搬入）

　ない様に，適宜養生を行うこと。破損した場合は，復旧すること。

（汚損・破損）

※施工にあたっては，施工以外の部分に事故，汚損のないよう

※既設植栽等は養生とし、工事完了後整地清掃を行うこと。

※工事車両の進入口には,交通誘導員を配置し,レッカー車使用作業他,安全対策上必要な場合は適宜増員すること。

※工事車両進入経路にある床，側溝，会所及び設備マンホール等については，工事用車両の通行により損傷し

※側溝，舗装，ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ等に重車両が通過する場合は，必要に応じて鉄板その他により養生を行うこと。
　また，側溝，舗装，ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ等を損傷した場合は現状復旧を行うこと。

　十分注意し，事故汚損があった場合は受注者において，速やかに現状復旧及び処理をすること。

（仮設計画）

※出入口，通路等と外部仮設が交差する部分は，コンパネ及び金網枠等により落下防止・進入防止の養生を行うこと。

※施工中は周辺への騒音や臭気等に十分注意すること。

※可燃物（塗料材等）は防火防犯のため,毎日持ち帰ること。

（その他)

【 特 記 事 項 】

…　工事対象建物を示す。

※仮囲い範囲は大学と事前に協議を行い決定すること。

※工事期間中も講義が行われるため，騒音工事等は配慮して施工すること。

※施工日時・作業時間等については，大学運営に支障をきたさないよう，監督職員と協議のうえ決定すること。

※資材搬入や撤去材搬出でレッカー車等大型車が進入する場合は，事前に監督職員と協議のうえ決定すること。

Ａ範囲　拡大図　1/600配置図　1/2,0 00

京都府職員
研修所

地　園　川

入口

入口

工事資材仮置場：8ｍ×5ｍ

ﾌｪｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ：23ｍ

D
A

1 8

38,000

1
9
,
5
0
08
,
4
5
0

京都府立植物園

賀茂川
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設　計　番　号

工
事
名

図
　
名

京都府立大学事務局総務課

A 2:1 /10 0
枚の内

A-06
令和４年４月

京都府立大学　7号館屋上防水改修工事

1階平面図（参考） A-18
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廊下1

U P

D N
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更衣室

湯沸室
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室

複写室
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解析室（情報系）サーバー室

ホール

E P S

バイオ系実験室2

バイオ系実験室1 化学系実験室

PS

1 F L± 0＝G L＋ 5 0 0

UP

U P

UP

U P

UP

通路

１階平面図　1/100

凡　例

：工事作業員経路を示す

（2階以降屋上まで階段利用）
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図
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京都府立大学事務局総務課

A2 :1/ 100
令和４年４月

京都府立大学　7号館屋上防水改修工事

A-07

2階平面図（参考） A-18

廊下1

廊下2

U P

D N

ラーニングコモンズ

プレゼン

スペース

教員室1人文系
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設　計　番　号
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図
　
名

京都府立大学事務局総務課

A2: 1/1 00
令和４年４月

京都府立大学　7号館屋上防水改修工事

A-08

3階平面図（参考） A-18

閉架式書庫
大学共同大講義室

廊下2

科学実験室

機械室

UP
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工
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図
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京都府立大学事務局総務課
京都府立大学　7号館屋上防水改修工事

令和４年４月

A2 :1/ 100

A-09

現況屋上階平面図・現況搭屋平面図 A-18

搭屋 吹板

：設備基礎を示す（改修概要は詳細図参照）

*
：設備配管・支持金物を示す

一時撤去・復旧　ｼ ﾞ ｬ ｯ ｷ ｱ ｯ ﾌ ﾟ

（数量・寸法は詳細図参照）　

：断面切断位置を示す

：横引きﾙ ｰ ﾌ ﾄ ﾞ ﾚ ﾝを示す（7ヶ所）

【凡例】

DS 階段室

ＥＶ DN

（高架水槽）

（ｸｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ﾀ ﾜ ｰ）

吹板

B
A

D

E

F

C

A

現況搭屋平面図　1：100

Ａ
Ａ
'

Ｂ
Ｂ
'

Ｃ Ｃ'

Ｃ Ｃ'

Ｄ
'

Ｄ

現況屋上平面図　1/10 0

：脱気筒撤去を示す（1 5ヶ所）

機械室

屋外機基礎

①～⑥

② ② ①

④③

⑥⑥

①

⑤

シート防水：接着工法　平場部　存置　　　側溝・立上り部　撤去　

ウレタンゴム系塗膜防水：

　　　　平場部・側溝・立上り部　存置　

シート防水：接着工法　ﾊﾟ ﾗ ﾍ ﾟ ｯ ﾄ部　撤去　

シート防水：接着工法　平場部　　　　　存置

　　　　　　　　　　　側溝・立上り部　撤去　

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ
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1
,
4
7
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

7
,
7
5
0

3
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
7
5
0

1
9
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
5
5

1
,
9
4
5

4
,
0
0
0

2,500

9,200

38,000 2,500

11,180 2,550 6,870 8,200



中 村 設 計株式
会社

一級建築士事務所　京都府(03A)第00956号 一級建築士　第1 9 3 2 6 2号

豊 田 和 弘

Ｎ

縮
　
尺

枚の内

図　　番Ｋｙｏｔｏ　Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

設　計　番　号

工
事
名

図
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A2 :1/ 100

A-10

改修屋上階平面図・改修搭屋平面図 A-18

D S 階段室

ＥＶ

機械室

吹板

DN

吹板

屋外機基礎

搭屋

：設備基礎を示す（改修概要は詳細図参照）

*
：設備配管・支持金物を示す

一時撤去・復旧　ｼ ﾞ ｬ ｯ ｷ ｱ ｯ ﾌ ﾟ

（数量・寸法は詳細図参照）　

B
AC

D

E

F

【凡例】

：防水改修範囲を示す

A

改修搭屋平面図　1：100

Ａ
Ａ
'

Ｂ
Ｂ
'

Ｄ
'

Ｄ

Ｃ Ｃ'

Ｃ Ｃ'

：改修用横引きﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを示す（7ヶ所）

：断面切断位置を示す

改修屋上平面図　1/10 0①～⑥

② ② ①

④③

合成高分子系ﾙｰ ﾌ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ｼ ｰ ﾄ防水　新設：機械的固定工法　平場部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　接着工法　　　　側溝・立上り部　

合成高分子系ﾙ ｰ ﾌ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ｼ ｰ ﾄ防水　新設：機械的固定工法　平場部　/　接着工法　側溝・立上り部　

ウレタンゴム系塗膜防水　新設：ﾊ ﾟ ﾗ ﾍ ﾟ ｯ ﾄ部　

ウレタンゴム系塗膜防水　新設：

　　　　平場部・側溝・立上り部　

①

⑤

⑥ ⑥

８１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

1
,
4
7
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

7
,
7
5
0

3
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
7
5
0

1
9
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
5
5

1
,
9
4
5

4
,
0
0
0

2,500

9,200

38,000 2,500

11,180 2,550 6,870 8,200



中 村 設 計株式
会社

一級建築士事務所　京都府(03A)第00956号 一級建築士　第1 9 3 2 6 2号

豊 田 和 弘

縮
　
尺

枚の内

図　　番

京都府立大学事務局総務課

Ｋｙｏｔｏ　Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

設　計　番　号

工
事
名

図
　
名

京都府立大学　7号館屋上防水改修工事

令和４年４月

A 2:1 /10 0

A-11

北立面図（参考） A-18

北立面図　1/100

１２３４５８ ６７

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽RFL

▽3FL

1
4
,
0
0
0

4
,
3
0
0

4
,
3
0
0

4
,
3
0
0

6
0
0

5
0
0

4,000 6,000 6,0006,0006,0006,000

38,000

4,000

3
,
5
0
0



中 村 設 計株式
会社

一級建築士事務所　京都府(03A)第00956号 一級建築士　第1 9 3 2 6 2号

豊 田 和 弘

縮
　
尺

枚の内

図　　番

京都府立大学事務局総務課

Ｋｙｏｔｏ　Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

設　計　番　号

工
事
名

図
　
名

京都府立大学　7号館屋上防水改修工事

令和４年４月

A 2:1 /10 0

A-12

東立面図（参考） A-18

東立面図　1/100

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽RFL

▽3FL

1
4
,
0
0
0

4
,
3
0
0

4
,
3
0
0

4
,
3
0
0

6
0
0

5
0
0

7,750 4,000 7,750

19,500

3
,
5
0
0



中 村 設 計株式
会社

一級建築士事務所　京都府(03A)第00956号 一級建築士　第1 9 3 2 6 2号

豊 田 和 弘

縮
　
尺

枚の内

図　　番

京都府立大学事務局総務課

Ｋｙｏｔｏ　Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

設　計　番　号

工
事
名

図
　
名

京都府立大学　7号館屋上防水改修工事

令和４年４月

A 2:1 /10 0

A-13

南立面図（参考） A-18

南立面図　1/100

１ ２ ３ ４ ５ ８６ ７

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽RFL

▽3FL

1
4
,
0
0
0

4
,
3
0
0

4
,
3
0
0

4
,
3
0
0

6
0
0

5
0
0

4,000 6,000 6,0006,0006,0006,000

38,000

4,000

3
,
5
0
0



中 村 設 計株式
会社

一級建築士事務所　京都府(03A)第00956号 一級建築士　第1 9 3 2 6 2号

豊 田 和 弘

縮
　
尺

枚の内

図　　番

京都府立大学事務局総務課

Ｋｙｏｔｏ　Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

設　計　番　号

工
事
名

図
　
名

京都府立大学　7号館屋上防水改修工事

令和４年４月

A 2:1 /10 0

A-14

西立面図（参考） A-18

西立面図　1/100

ＡＢＣＤ

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽RFL

▽3FL

1
4
,
0
0
0

4
,
3
0
0

4
,
3
0
0

4
,
3
0
0

6
0
0

5
0
0

3
,
5
0
0

7,750 4,000 7,750

19,500



中 村 設 計株式
会社

一級建築士事務所　京都府(03A)第00956号 一級建築士　第1 9 3 2 6 2号

豊 田 和 弘

縮
　
尺

枚の内

図　　番

京都府立大学事務局総務課
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A-18東－西断面図
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機械室

廊下1 廊下1 大学共同大講義室

ラーニングコモンズ
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複写室廊下1

廊下1E V人文系
共同研
究室

人文系共同資料室

D
S

機械室

閉架式書庫1

東－西断面図　1/100

書庫

閉架式書庫

防水改修範囲

防水改修範囲

防水改修範囲 防水改修範囲

凡例

：防水改修範囲を示す
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縮
　
尺 A2 :1/ 20部分詳細図（1）

A-17

A-18

現況

Ａ-Ａ'断面図

改修

屋上防水平場～立上り部詳細図

屋上防水パラペット詳細図

現況現況 改修

屋上防水階段部詳細図

改修

Ｂ-Ｂ'断面図 Ｃ-Ｃ'断面図

1/20

1/ 20

1 /20

ｱﾙ ﾐ製笠木 W400  撤去

ﾘﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 存置

ﾙｰﾌﾄﾞ ﾚｲﾝ  撤去

ｱﾙﾐ製押え金物 撤去

ｼｰﾄ防水 存置ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 存置

鋳鉄製改修用ﾙｰﾌﾄﾞ ﾚｲﾝ  新設

ｱﾙﾐ製押え金物 　　新設

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

立上・側溝（接着工法 S-F2）

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

平場（機械的固定工法 S-M2）

　　　　　　　　　　　新設

ｱﾙﾐ製押え金物 　　新設

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

立上（接着工法 S-F2） 新設

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

平場（機械的固定工法 S-M2）新設

ｱﾙﾐ製押え金物 撤去 ｱﾙﾐ製押え金物 新設

屋上 屋上

ｼｰﾄ防水 撤去

ｼｰﾄ防水 撤去

ｼｰﾄ防水 存置

ｱﾙﾐ製押え金物 撤去

ｼｰﾄ防水 存置ｼｰﾄ防水 撤去

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 

平場（機械的固定工法 S-M2）新設

ｱﾙﾐ製押え金物 新設

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸ ﾞｼｰ ﾄ防水

立上（接着工法 S-F2）新設

ｱﾙﾐ製押え金物 新設

合成高分子系ﾙｰﾌｨ ﾝｸ ﾞｼｰ ﾄ防水

立上（接着工法 S-F2）新設

ｱﾙﾐ製笠木 W400  新設

シート防水　撤去

笠木：ｳﾚﾀﾝｺﾞ ﾑ系塗膜防水（X-2）新設

笠木：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え　存置

ｳﾚﾀﾝ ｺﾞﾑ系塗膜防水（X-2）新設ｱﾙﾐ製笠木 

W200  存置

既存ｱﾙﾐ製笠木 

W200 

端部シーリング充填

（ポリウレタン系）

階段室 階段室
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中 村 設 計株式
会社

一級建築士事務所　京都府(03A)第00956号 一級建築士　第1 9 3 2 6 2号

豊 田 和 弘

防水施工手順（案）　※設備機器等については、既存のままとする。

平場部（機械固定工法：Ｓ-Ｍ２）立上部（接着工法：Ｓ-Ｆ２）

１．下地清掃

　　・下地の乾燥を確認し、下地との接着を阻害する砂や塵埃、油脂類

　　　を除去、清掃。

２．下地処理（プライマーおよび樹脂モルタルなどの塗布）、目地処理

　　・下地との接着力を高めるために、プライマーおよび樹脂モルタル

　　　を均一に塗布。

３．接着剤の塗布

　　・合成ゴム系の接着剤を下地面およびシート裏面に均一に塗布。

　　・接着剤は、適正な乾燥時間を確保。

４．ルーフィングシートの張り付け

　　・シートの割付後、シートにしわや空気が入らないようローラー等

　　　で十分に転圧。

　　・溶剤溶着又は熱融着で、接合部のすべてを接合する。接合幅は40

　　　mm以上とする。

５．立上り部の仕上

　　・合成ゴム系の接着剤を下地面およびシート裏面に均一に塗布。

　　・シートを張り付け後、ハンドローラー等で十分に転圧。

　　・端末部は押さえ金物などで固定し、不定形シール材でシール。

６．接合端末部のシール

　　・シール材を用い、途切れのないようすべての接合部をシール。

１．下地処理

　　・樹脂アンカーやビスの引抜試験を行い、水溜りになるような大きな不陸は、

　　　補修し平滑にする。固定強度が適正かどうか、下地の強度を確認。

２．絶縁用シートの敷設

　　・シートの敷設は突き付けとし、しわ、ふくれの無いようにするジョイント

　　　部は、テープ張り。

３．固定金具の取り付け

　　・シートの割付や風荷重を考慮して取り付ける。

　　・樹脂アンカーやビスは、適正な引き抜き強度を有すること。

４．ルーフィングシートの張り付け・接合

　　・シートはたるみ、歪みが残らないよう、固定金具に溶剤溶着、熱融着。

　　・溶剤溶着又は熱融着で、接合部の全て接合。接合幅は40mm以上とする。

　　　接合後点検をし、不良個所を補修。

５．役物まわりの処理

　　・シート張り付け後、ルーフドレンや出入り隅角等に成型役物を張り付ける。

６．接合端末部のシール

　　・シール材を用い、途切れのないようすべての接合部をシール。

枚の内
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A2 :1/ 20

A2 :1/ 10
部分詳細図（2）

A-18

A-18

現況 改修

基礎①・②共通 基礎②基礎①

改修現況 改修

屋上防水階段部詳細図 設備基礎部詳細図

CBA
450×500
12ヶ所

320×500
5ヶ所

250×420
5ヶ所

D 14ヶ所
200×100×350

E 18所 7ヶ所
150×100×100 180×100×50

配管支持金物参考図

ＶＴドレン ヨコ型

(必要に応じて
　　　　モルタル補修)

ＶＴボンド

Ｕシール
(シートジョイント部全て)

ビュートップ

シールドマット

ＵＰ－１
Ｐ-カットテープ

Ｕシール

ビュートップ

ドレン廻り詳細図

脱気筒廻り詳細図

Ｄ-Ｄ'断面図

F

設備基礎部詳細図

改修現況

基礎③ 基礎③

基礎④

現況

基礎④

改修

基礎⑥

基礎⑤

基礎⑥

基礎⑤

現況

現況

改修

改修

設備基礎部詳細図

1/20 1/ 20

1/ 201 /20

1 /20

1 /10

1 /10

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水

（X-2）新設

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 存置

H形鋼 250×250 存置

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水

（X-2）新設

ｳﾚﾀﾝｺ ﾞﾑ系塗膜防水（X-2）新設 

Ｕシール

Ｕマット２００
ビュートップ、Ｕマット切抜き φ70程度

ＶＴベーパス

ビュートップ

アンカー留め

Ｕシール

ビュートップ増貼り

ｳﾚ ﾀﾝｺ ﾞﾑ系塗膜防水 存置

笠木：ﾓﾙﾀﾙｺ ﾃ押え　存置

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 存置 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水（X-2）新設

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系

塗膜防水 存置

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系

塗膜防水（X-2）新設

ｱﾙﾐ製押え金物 新設

ｱﾙﾐ製押え金物 新設

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝ ｸﾞ ｼｰﾄ防水

立上（接着工法 S-F2）新設

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水

（X-2）新設

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝ ｸﾞ ｼｰﾄ防水

立上（接着工法 S-F2）新設
ｺﾞﾑｼｰﾄ 存置

ｺﾞﾑｼｰﾄ 存置

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

1,800×2,000 H180 存置

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

6,700×1,100 H180 存置

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水

（X-2）新設

420×3503,220×350
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